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１．研究の背景と達成目標 

アナログ-デジタル変換は，実世界に存在する連続的なアナログ信号をデジタル技術で取り扱い可

能なデジタル信号に変換する重要なインターフェース技術として，レーダーや電波望遠鏡などの環境

計測をはじめ光通信技術に至るまで幅広い分野で用いられて

いる．信号の広帯域化が進むにつれて，フロントエンドとなるア

ナログ-デジタル変換の更なる高性能化が求められており，特

にサンプリングの光化による標本化レートの高速化が期待され

ており、広帯域性を特徴とする光アナログ-デジタル変換の研

究開発において、光サンプリングの高性能化が最優先課題と

なっている（図１）。本研究では、光標本化に適した比較的高

繰り返しの条件での古典的アプローチでは除去できない強度

ジッタ雑音の抑制を量子論的アプローチの導入により試みるこ

とを研究の狙いとし，広帯域サンプリング光パルス（10ギガサン

プル毎秒）を対象にショットノイズレベルの強度ジッタ制御を目

標とした。 

２．主な研究成果と社会、学術へのインパクト 

１）広帯域アナログ-デジタル変換に必要な光サンプリングの条件明確化：広帯域アナログ-デジタル変

換において、強度ジッタの抑制効果が優先となる光サンプリングの条件を明らかにした。この成果により、

時間ジッタ低減に注力されてきたこれまでの光化の研究の方向性に大きな学術的な影響を与えると期

待される。 

２）派生的な雑音抑制手法の創出：強度ジッタの一要因となる光増幅時に重畳されるASE雑音の抑制手

法を派生的に創出し、従来手法をはるかに凌駕する 18dB 程度の抑制効果を実験的に確認した．光パ

ルスを計測プローブに多用するライフサイエンス分野の高精度化への展開という視点からも学術的な影

響を与えると期待される。 

３）ショットノイズレベルの強度ジッタ制御：広帯域サンプリング光パルス（10 ギガサンプル毎秒）に対して

光ソリトンを用いた量子論的アプローチを導入し、古典的アプローチでは除去できないショットノイズレ

ベルでの強度ジッタ雑音の抑制効果確認に成功した。従来、時間ジッタ低減に注力されてきた光化の

研究が、強度ジッタ抑制にシフトする際の礎となると期待され，これまでの光化の研究の方向性に大き

な学術的な影響を与えると期待される。 

３．研究成果 

広帯域アナログ-デジタル変換の高性能化における光サンプリングの条件を解析し、光化により電気

的な時間ジッタの抑制限界を超えた高周波光標本化の領域（数十フェムト秒以下）でのアナログ-デジ

タル変換全体の信号品質の向上においてはサンプリングの光化の際の強度ジッタの抑制がより重要と

 

図１ 広帯域アナログ-デジタル変換におけ
る光サンプリングの高性能化 



 

 

 

なってくることを明らかにした．強度ジッタの一要因となる光増幅時に重畳される ASE 雑音の抑制手法

を派生的に創出し、18dB 程度の抑制効果を実験的に確認した．最終的に、広帯域サンプリング光パル

ス（10 ギガサンプル毎秒）に対するショットノイズレベルの強度ジッタ制御を目標として、光ソリトンを用い

た量子論的アプローチを導入し、古典的アプローチでは除去できないショットノイズレベルでの強度ジッ

タ雑音の抑制効果確認に成功した（図２）。また、リアルタイムサンプリングオシロスコープに搭載の電気

的な高性能アナログ-デジタル変換器との接続にも成功した。 

４．今後の展開 

この成果により光サンプリングを導入した高性能アナログ-デジタル変換の高分解能化の制限の更なる

緩和が期待できる．例えば，現在報告されている広帯域高感度受信器（10 ギガサンプル毎秒）の感度

（-30dBm 程度）を基準分解能とした光標本化の実現も視野に入ってくることから，計測の高精度化とい

う観点からライフサイエンス分野をはじめとする基礎科学の分野への展開も期待される。 
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図２ 広帯域サンプリング光パルス（10 ギガサンプル毎秒）の強度雑音抑制効果：(a)光サンプリングパルス
列に時間波形，(b)フィルタリング後のスペクトル，(c) 強度雑音とショット雑音の測定結果． 


